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　農業・農協改革がより一層求められている中、ＪＡが組合員・地域に根ざした農協事業を行うにはそれらの
礎となる組合員の理解と協力がなければ成り立ちません。そこで、今回の特集第２弾では、地域・農協を支え
る各生産部会の長からお話しを伺います。

特 集 ～ 　 私 が 思 う 今 後 の 農 業 展 望  ! 　 ～

　父の勧めもあり、平成６年の結婚を機に就農してから早20年余り…。
　「その後は山あり谷ありの人生だったと思います」と口にされた鉛口さん。そうした言葉からは、いままで
歩んでこられた深い想いが感じられます。

　愛別町米麦生産振興協議会の会長となって４年。「最初は、会員をまとめていけるだろうかという不安はあ
りました。けれど、父から教わった『迷ったらやってみる、悩んだら原点にもどる』という言葉が私の背中を
押してくれているのだと思います」。
　そんな言葉に、不思議と共感することが多いことに気づかされます…。

　農業だけに限った話ではありませんが、人口減少による労働力不足や消費の減少、生産環境の変化など対応
しなければならない課題は多い…。しかし、「消費者から選ばれる物づくり、作業環境の改善、生活の充実感
を大切にしたい」という鉛口さんの思いは、今後の協議会運営に対する強い意気込みに感じます。

　「仕事終わりのビールが何よりの楽しみ！」という鉛口さん。そんな会長を中心に会員みんなで目標に向かっ
て進むことができたら、より地域に貢献できるのだと感じます。

　ＪＡや地域を取り巻く環境も大きく変化している時代…。そんなときだからこそ、生産者だけでなくＪＡ・
地域を含め、みんなで取組んでいくことが何より大切だと感じました。

「農業を支える意気込み」は地元を愛する何よりの証し

●愛別町米麦生産振興協議会　会長

　鉛　口　裕　二　さん
　（株式会社金富農産　代表取締役）

昭和４７年　　　愛別町生まれ
平成３年３月　　旭川工業高校卒業
　　　　　　　　旭川市内の建築会社へ就職
平成５年４月　　建築資材会社へ転職
平成７年４月　　就農
令和元年４月　　株式会社金富農産　設立
　　　　　　　　現在に至る

《経営概要》　
　・水田５０ha（主38ha、加5.5ha、飼6.5ha）
　・大豆　２ha
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参考取り組み事例…
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今月のTopics

北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る

　
「
力
強
い
農
業
」
と

　
　
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」

11月12日（火）
札幌市教育文化会館大ホール

ＪＡ北海道大会実践委員会主催

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
一
員
と
し
て
役
員
及

び
青
年
・
女
性
部
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
ま
し

た
。

　

去
る
平
成
30
年
11
月
に
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
で
目
指
す
べ
き
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
北

海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』

と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』
を
前
回
大
会
よ
り

継
承
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
共
有
す
べ
き
課
題
及

び
重
点
取
組
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
巡
る
情
勢
に
つ
い

て
は
、
本
年
５
月
ま
で
に
農
協
改
革
集
中
推
進
期

間
に
お
け
る
農
水
省
の
評
価
総
括
が
９
月
に
出
さ

れ
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
は
進
展
」
と

評
価
し
た
う
え
で
、
今
後
の
「
農
協
経
営
の
持
続

性
」
に
対
す
る
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て

は
「
改
革
は
自
ら
行
う
も
の
」
と
の
認
識
に
た
ち
、

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
大
会
決
議
事
項
の
実

践
事
例
や
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
決
議
事

項
の
実
践
に
取
り
組
み
、
基
本
目
標
の
達
成
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。



子供も参加して令和の収穫に感謝…

収穫感謝祭を開催
11/12

ＪＡ青年部・フレミズ

お客さんも興味津々に購入…

『ゆきさやか』販売スタート!! 営農部より

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

が
合
同
で
収
穫
感
謝
祭
を
上
川
町
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
収
穫
に
感
謝
を
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
部
員
と
一
緒
に

お
子
さ
ん
達
も
参
加
し
各
関
係
機
関

か
ら
も
沢
山
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
お
米
を
は
じ
め
各
作
物
と

も
稔
り
の
多
い
年
と
な
り
、
皆
さ
ん

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
来
年

の
出
来
秋
を
期
待
し
な
が
ら
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

　

愛
別
町
で
作
付
け
を
し
て
い
る

『
ゆ
き
さ
や
か
』
が
、
Ｙ
Ｃ
ゆ
め
ぴ

り
か
・
な
な
つ
ぼ
し
に
続
い
て
Ｊ
Ａ

上
川
中
央
愛
別
町
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
販
売
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

販
売
先
は
、
道
外
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
グ

ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
が
中
心
で
す

が
、
北
海
度
で
は
、
旭
川
の
ウ
エ
ス

タ
ン
３
店
舗
と
ス
ー
パ
ア
ー
ク
ス
東

光
店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
ー
パ
ー
ア
ー
ク
ス
東

光
店
で
試
食
販
売
、
お
客
さ
ん
の
反

響
は
、
初
め
て
『
ゆ
き
さ
や
か
』
と

い
う
名
前
を
聞
く
人
が
大
半
で
興
味

津
々
に
購
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。

当女性部員も全道で活躍…

ＪＡ女性部北海道リーダー研修に参加
11/7〜8

ＪＡ女性部

　

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
・
ガ
ト
ー
キ
ン
グ

ダ
ム
サ
ッ
ポ
ロ
で
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
北
海
道
家
の
光

大
会
が
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
女
性
部
か
ら
は
、藤
村
・
前
佛（
愛

別
）、辰
巳
・
遠
藤
・
阪
本（
上
川
）、成
田

（
フ
レ
ミ
ズ
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

辰
巳
部
長
は
北
海
道
女
性
協
議
会

の
副
会
長
の
た
め
、１
日
目
の
総
合

司
会
を
今
年
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
日
本
協
同
組
合
連
携
機

構　

主
任
研
究
員　

文
珠
正
也
氏
よ

り
、「
学
ぼ
う
、地
域
で
と
り
く
も
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
拝
聴
、「
家
の
光
記
事

活
用
体
験
発
表
」や「
手
づ
く
り
工
夫

展
」の
見
学
な
ど
各
地
区
の
活
動
を

学
び
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
で
の「
女
性
の
歌
」

合
唱
で
は
、北
海
道
女
性
協
議
会
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
副
会
長
の
成
田
部
長

も
壇
上
へ
。

　

忙
し
く
も
有
意
義
な
交
流
が
で
き

た
２
日
間
で
し
た
。
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青年主張で佐々木孝志君が素晴らしい発表…

上川地区ＪＡ青年部大会に参加
11/14

ＪＡ青年部

　

旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル
で

令
和
元
年
度
上
川
地
区
Ｊ
Ａ

青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、

当
青
年
部
か
ら
は
12
名
が
参

加
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
動
画
で

配
信
！
農
の
魅
力
コ
ン
テ
ス

ト
（
1
分
間
Ｃ
Ｍ
）
で
米
を

収
穫
す
る
ま
で
の
写
真
を
使

い
、
農
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
動
画
を
出
品
。
青
年
の
主

張
発
表
大
会
に
は
佐
々
木
孝

志
君
が｢

私
を
照
ら
し
て
く

れ
た
太
陽｣

と
題
し
て
、
青

年
部
の
素
晴
ら
し
さ
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
に

つ
い
て
発
表
。　

　

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

に
岡
田
恭
兵
君
が
出
場
。
純

農
Ｂ
ｏ
ｙ
上
川
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
遠
藤
雅
大
君
が
純

農
っ
ぷ
り
を｢
ひ
げ
ダ
ン
ス

｣

を
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

惜
し
く
も
、
今
回
の
大
会

で
は
ど
の
部
門
も
入
賞
に
は

な
ら
ず
、
全
道
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
年

部
大
会
が
意
義
あ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

青年主張発表者
佐々木孝志 君

ＪＡ上川地区青年部
部長 高田峰雄さん
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INFORMATION



すろーライフ 2章

　令和元年も余す所１ヶ月。災害の多いことが特筆される年で
あった。北海道へ針路をとった台風は比較的弱まった形で北上し
た。
　大雨被害も多く水を含んだ傾斜地は崩落し家屋をなぎ倒し、多
くの同胞を失った。台風被害は甲信越から東北地方の優良河川の
決壊にまで到った。収穫期と重なった果樹園の果実が泥流で泥ま
みれ、自然の脅威を感じずには居られなかった。被災地の 1日も
早い復興を願うだけである。そうして来年への願いとして、あらゆる農産物が自然の恵みの中で豊
かなることを合わせて願いたい。
　ところで今回は良き歳を願い、新春には対局中継などがあり華やかでもあり厳しい将棋の世界の
話を紹介したい。現在プロの将棋界には８個のタイトルがある。羽生名人が当時のタイトル総べて
保持したニュ－スもそう古くはない。しかし現在は８人でそれぞれタイトルを分け合う群雄割拠の
時代を迎えている。その将棋界を裏で支える駒師の話題に出会った。タイトル戦に臨む２人の棋士
は対局前のお祓いを済ませ、対局室に入る。タイトル保持者は座して検分に移る。用意された数種
の将棋の駒を入念に調べ、手触りなどの感触を確かめるのである。日頃見掛ける将棋の駒入れでは
なく桐箱に 40駒が整然と納められ、「うるし」で細く盛り上げられた数十万円から百万円代の駒が
対局で指されるのである。
　本つげ材を１駒ごと彫り、その細い彫り溝に「うるし」を盛り上げる。40駒が均一な出来栄えで
初めて価値が生まれ「盛り上げ駒」としての評価が下るのである。２人の駒師を取り上げたドキュ
メンタリ－であったが、指先まで鋭い神経が望まれるしごとである。著名なプロ棋士に対局で指名
されるか品評会でコレクタ－の目に留まるか、道を究めようとして苦悩が続く。交通事故で妻を亡
くした失意から駒師の道を目指した E氏が羽生名人タイトル 100 戦目の駒に選ばれた画がラストに
流れ彼の満面の笑みが苦悩を物語った。
　60歳を目の前に出世争いで脱力感を感じてサラリーマン生活に終止符を打って駒師に転じた彼の
姿もカメラは追った。師匠と慕う人に出会い厳しい指導を仰ぐ。消極的な姿勢を責められ駒師とし
ての行く末が読めなかった。考え方を変えて数種の駒を彫った。品評会で彼の駒を見たコレクタ－
が仕事場を尋ねた。
　コレクタ－の口から駒への絶賛の声が上がった。この日のために励んだこの駒師にも安堵の笑み
が零れた。かなり長い年月が経過していた。将棋観戦の時、対局者の手元の駒をじっくりと見よ。

「目撃！にっぽん　11月 24日」より

「花咲く日まで…再起をかける将棋”駒師”」

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
コ ガ ラ シ

先月号の
答え
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第
９
回
定
例
理
事
会

（令和元年10月24日現在）

総組合員数	 2,346名

　正組合員数	 525名

　　うち団体数	 33団体

　准組合員数	 1,821	名

　　うち団体数	 61団体

5
日	
上
川
地
区
農
協
監
事
道
内
視
察
研
修

	

（
～
7
日　

十
勝
）

7
日	

第
４
回
上
川
地
区
農
協
米
対
策
委
員
会

	

（
旭
川
）

	

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
北
海

道
家
の
光
大
会
（
～
8
日　

札
幌
）

	

第
３
回
愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
役
員
会

8
日	

第
３
回
愛
別
町
そ
菜
振
興
協
議
会
役
員
会

12
日	

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

（
札
幌
）

	

Ｊ
Ａ
役
員
視
察
研
修
（
～
13
日　

札
幌
）

	

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
フ
レ
ミ
ズ
収
穫
感
謝
祭

13
日	

愛
別
地
域
役
員
推
薦
会
議

	

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
役
員
会

14
日	

上
川
地
域
役
員
推
薦
会
議

	

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
大
会
（
旭
川
）

15
日	

農
家
経
済
対
策
委
員
会

17
日	

愛
別
農
業
委
員
会
視
察
研
修

	

（
～
20
日　

中
部
）

20
日	

Ｊ
Ａ
青
年
部
役
員
会

22
日	

企
画
会
議

25
日	

愛
別
町
青
色
申
告
会
講
演
会

	

（
～
26
日　

旭
川
）

26
日	

年
金
友
の
会
温
泉
湯
治

	

（
～
29
日　

層
雲
峡
）

27
日	

愛
農
機
連
役
員
会

28
日	

そ
菜
畑
作
合
同
反
省
会

	

第
４
回
北
海
道
も
ち
米
団
地
農
協
連
絡
協
議
会

	

（
札
幌
）

29
日	

第
10
回
定
例
理
事
会

	

資
産
評
価
委
員
会

	

営
農
経
済
専
門
委
員
会

	

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

11
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
元
年
10
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

３
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

馬
鈴
薯
用
コ
ン
テ
ナ
の
取
得
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

　
　
　

■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
相
続
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
相
続
増
口
、
１
名
の
相
続
加
入
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

５
名
の
新
規
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

３　

組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
減
口
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
融
資
に
つ
い
て
利
益
相
反
者
３
名
退
席
の

も
と
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

５　

農
事
組
合
活
動
助
成
金
の
支
給
基
準
に
つ
い
て

　
　

活
動
助
成
並
び
に
贈
答
品
の
基
準
単
価
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

６　

令
和
元
年
度
馬
鈴
薯
概
算
金
に
よ
る
仮
渡
金
に
つ
い
て

　
　

生
産
量
に
対
す
る
仮
渡
金
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

７　

規
程
類
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
改
正
内
容
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

８　

行
政
に
対
す
る
要
望・意
見
書
に
つ
い
て

　
　

令
和
２
年
度
の
愛
別
町
・
上
川
町
に
対
す
る
要
望

内
容
を
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

９　

外
部
出
資
の
全
口
譲
渡
に
伴
う
脱
退
に
つ
い
て

　
　

外
部
出
資
の
譲
渡
脱
退
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認

さ
れ
た
。

《
追
加
議
案
》

■
報
告
事
項

１　

不
祥
事
件
発
生
に
伴
う
内
部
牽
制
機
能
の一斉
点
検

報
告
に
つ
い
て

　
　

点
検
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

お客さま各位
　日頃よりＪＡバンクをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。
　さて、この度、誠に勝手ながら令和１年１１月２９日（金）もちまして、『金融窓口利用における通帳コメ
ント印字サービス』を終了させていただくこととなりました。
　なお、窓口利用による通帳コメント印字サービスは終了いたしますが、口座自動引落におけるコメントにつ
きましては、従来通り印字されますので通帳をご確認くださいますよう、お願い申し上げます。
　サービス終了に伴い、皆様にはご迷惑をおかけ致しますことをお詫び申し上げますとともに、今後ともお
客様にご満足いただける商品 ·サービスの提供に努めてまいりますので、変わらぬご愛顧を賜りますよう、
心よりお願い致します。

お知らせ　金融窓口業務における通帳コメント印字サービスの終了

組合員のうごき

2019.129
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(火)

(水)

1/9 (木) 通　　　　　 　　　常　　　 　　　　　　営　　　 　　　　　業

(月） 通　　　　常　　　　営　　　　業

通　　　　常　　　　営　　　　業

通　　　　常　　　　営　　　　業

休　　　　　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　　　　　業

資 材 店 舗
（ 本 支 所 ）
精 米 所

総 務 部
営 農 部
（ 本 支 所 ） 窓　口

12/28

【大　晦　日】

休　　　　　　　　　　　　　　業

月　日
ＡＴＭ

金　　融　　部

休　　 　　　　業(土)

12/29 (日)

【元　　　日】

12/31

1/1

12/30

休　　　　　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業

1/2
1/3

(月)

(火)

《　年末年始営業のお知らせ　》
給　　油　　所

愛別SS 上川SS

1/4

休　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業

1/6
1/7

(木)

(金)

(土)

(日)

新年交礼会のため全業務　16：00までとさせていただきます1/8 (水)
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16：00迄

1/5

2019.12 10

今月の
　　オススメ


